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五
月
二
十
日
か
ら
二
十
六
日

ま
で
の
七
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
た
第
一
回
臨
時
会
で
は
、
市

が
誤
っ
て
と
り
す
ぎ
た
国
民
健

康
保
険
料
（
介
護
分
）
の
返
還

条
例
及
び
補
正
予
算
二
件
が
市

長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

本
臨
時
会
で
も
、
市
長
は
返

還
金
の
決
定
を
行
う
重
要
な
議

会
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

再
三
に
わ
た
る
議
会
の
招
集
時

期
の
遅
れ
や
各
会
派
に
議
案
の

事
前
説
明
が
な
い
ま
ま
議
会
の

意
向
を
軽
視
し
臨
時
会
の
招
集

を
見
切
り
発
車
で
行
い
ま
し

た
。議

会
は
、議
案
審
議
を
通
じ
、

保
険
料
を
誤
っ
て
と
り
す
ぎ
た

原
因
調
査
を
強
く
求
め
る
と
と

も
に
、
過
徴
収
が
判
明
し
た

二
十
年
四
月
に
は
、
野
田
市
長

は
す
で
に
市
長
に
就
任
し
て
い

た
が
本
年
二
月
に
市
議
会
に
こ

の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
ま
で

市
と
し
て
何
ら
対
応
を
と
ら
ず
、

結
果
、
市
民
の
負
担
が
拡
大
し

た
こ
と
の
責
任
、
ま
た
過
徴
収

に
関
し
行
政
に
重
大
な
過
失
が

あ
れ
ば
、
市
民
へ
の
返
還
は
公

費
に
頼
ら
ず
文
字
ど
お
り
身
を

切
っ
て
で
も
財
源
を
つ
く
る
べ

き
と
の
意
見
が
あ
る
な
ど
慎
重

審
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
市
民
に
お
返
し
す
る

十
九
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
ま

で
の
三
カ
年
分
の
と
り
す
ぎ
た

保
険
料
の
返
還
額
は
、
最
高
で

約
九
万
二
千
円
、
一
人
あ
た
り

の
平
均
返
還
額
は
約
一
万
七
千

四
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
臨
時
会
で
は
、
理
事
者
の

不
十
分
な
議
会
対
応
か
ら
審
議

が
た
び
た
び
中
断
し
、
市
民
へ

の
返
還
に
充
て
る
予
算
の
財
源

論
に
つ
い
て
十
分
な
審
議
が
で

き
な
い
ま
ま
会
期
の
最
終
日
を

迎
え
、
や
む
な
く
二
十
六
日
ま

で
会
期
を
一
日
延
長
し
深
夜
に

及
ぶ
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
市
長
提
案
の

「
国
民
健
康
保
険
料
過
徴
収
金

返
還
条
例
」
に
つ
い
て
は
、
条

例
上
明
記
さ
れ
て
い
る
返
還
対

象
期
間
が
十
九
年
度
か
ら
二
十

一
年
度
ま
で
の
「
三
カ
年
分
」

の
み
で
、
す
べ
て
の
保
険
料
を

市
民
に
返
還
す
る
意
思
が
明
ら

か
で
な
く
不
十
分
と
の
判
断
か

ら
全
会
派
が
原
案
に
反
対
し
ま

し
た
。

ま
た
過
徴
収
し
た
「
十
四
年

度
か
ら
二
十
一
年
度
」
ま
で
の

全
期
間
を
明
記
す
る
条
例
の
修

正
が
議
会
提
案
さ
れ
、
賛
成
多

数
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
補
正
予
算
二
件
に

つ
い
て
は
、
予
算
計
上
の
必
要

か
ら
、
返
還
準
備
基
金
及
び
財

政
調
整
基
金
か
ら
の
財
源
を
国

保
会
計
に
繰
り
入
れ
、
こ
れ
を

返
還
の
資
金
に
充
て
る
と
い
う

方
針
で
あ
る
が
、
返
還
の
た
め

「
借
り
た
も
の
」
を
返
す
姿
勢

が
当
局
に
み
ら
れ
な
い
こ
と
、

ま
た
財
源
に
つ
い
て
明
確
な
説

明
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
な

お
慎
重
審
議
を
要
す
る
も
の
と

し
て
全
会
一
致
で
継
続
審
査
の

取
り
扱
い
と
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

議案の会派態度表（第１回臨時会）（○賛成 ×反対）

民
主
党
東
大
阪

○

異議なし採決

異議なし採決

さ

き

が

け

×

民
主
リ
ベ
ラ
ル
荊
政
会

○
×

民
主
さ
わ
や
か
な
風

○

自

民

党

×

共

産

党

○

真
正
議
員
団

○

公

明

党

×

会 派 名

議 案 名

東大阪市国民健康保険料過徴収金返還条例 修正案
（真正議員団）
東大阪市国民健康保険料過徴収金返還条例修正部分を除く原案

平成２２年度東大阪市一般会計補正予算（第２回）の継続審査
平成２２年度東大阪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１回）の継続審査

市
長
提
案
は
十
九
年
度
〜
二
十
一
年
度
分
の
返
還
の
み

議
会
が
十
四
年
度
〜
十
八
年
度
分
の
返
還
分
も
あ
わ
せ
て
修
正
可
決

－５月２０日～５月２６日－

第 １ 回
臨 時 会

議
会
の
質
問
に
答
え
き
れ
ず
、継
続
審
査
へ

六
月
議
会
へ
持
ち
越
し

古紙配合率７０％再生紙を使用しています


